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子育て支援センター保育士

岸
きし

久仁子
く に こ

子育て中の皆さん、

お待ちしています！
子育ては毎日が気力や体力

との戦いですよね。最近は核
家族化が進み、子育てについ
て自分一人で悩んでいる人が
多いのではないでしょうか？

子育て支援センターでは、
そんなお父さんやお母さんた
ちのために、少しでもお役に
立てればと思いながら、毎日
がんばっています。

新しい自分が発見できるか
も･･･。どうぞ、お気軽に遊
びにきてください。

子育て支援センター

子育ては楽しみも大きいけれど、心や体が疲れてしまうことも多くあります。上のグラフは、子育て

中の人にアンケートを実施したもので、ほとんどの人が子育てについて何らかの悩みを抱えているとい

う結果が出ています。

市では、子育てをしている市民の皆さんを応援するため、親子参加型の遊びなどを取り入れながら、

気分がリフレッシュできる場、仲間に出会える場、何でも相談できる場を提供しています。

今回は、市内にある３つの子育て支援センターについてご紹介します。どうぞ、ご利用ください。

津
つ

留
る

崎
さき

理江子
り え こ

さん、虹希
こ う き

ちゃん

（4歳）、

七虹
な な こ

ちゃん（1歳）
大村市に転入してきてすぐに子育て

支援センターを知り、以前住んでいた
地域と比べて、活動の幅広さに大変お
どろかされました。実際に参加してみ
ると、子どもたちに遊びのヒントを与
えるだけでなく、地域とのつながりも
大 切 に し て い る こ と に も 気 付 き ま し
た。また最近では、この場で知り合っ
たお友だちとサークルも立ち上げ、親
はいきいき、子どもはのびのびと活動
しています。今後がとても楽しみです。
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わいわいらんど にこにこ子育てサロン

福島
ふくしま

好美
よ し み

さん、桜子
さくらこ

ちゃん

（3歳）、幸歩
さ ち ほ

ちゃん（1歳）
１年ほど前から友人の誘いで

参加するようになり、毎回、楽
しみにしています。季節を取り
入れた工作や果物狩りなど、子
どもたちは貴重な体験ができ、
集団生活にも慣れることができ
ました。私も、育児などの悩み
などを相談できる友だちもつく
れ、先生方のアドバイスも子育
ての参考にしています。こんな
場があることを皆さんにも知っ
てもらいたいです。

冨永
とみなが

裕子
ゆ う こ

さん、健太
け ん た

ちゃ

ん（4歳）
私と息子の３年間は、にこ

にこ子育てサロンを中心に回
っていました。市外から嫁い
できた私にとって、密室育児
になりがちな毎日に刺激をも
らい、また遠足や運動会、芋
掘りなどのいろんなことを体
験でき、たくさんのお友だち
と一緒に過ごすことができま
した。息子にとっても、私に
とっても大切な思い出がいっ
ぱい詰まった３年間でした。
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◎大村市総合計画（基本構想）案

募集期間 2月1日～28日

募集要領・計画案

企画調整課、各出張所、図書館、コミセン、

市役所情報コーナーに置いています。

■問い合わせ 企画調整課（内線224）

◎大村市で市民活動を推進するための
基本方針（案）

募集期間 2月15日～3月14日
募集要領・方針案

ボランティアセンター、各出張所、図書館、

コミセン、市役所情報コーナーに置いてい

ます。

※いずれも、大村市ホームページ（http://www.city.

omura.nagasaki.jp）からもご覧いただけます。

■問い合わせ ボランティアセンター（54-8725）

○大村市バスケットボール協会
ミニバスケットボールや車いすの大会を開くなど、バ

スケットボールの振興に貢献したことが認められ、平成

1 6年度生涯スポーツ優良団体として表彰されました。

文部科学大臣表彰

家庭・地域並びに学校安全関係機関・団体との密接

な連携を図りつつ、学校安全教育の推進振興に取り組

んでいることが認められ表彰されました。

内容を大幅に更新し、新しい情報やサービ

スの提供を開始しています。

どうぞご覧ください。

○新しいホームページアドレス

http://www.city.omura.nagasaki.jp/omh/

ホームページに「市立病院だより」のコーナ

ーを設置しました。広報おおむらで取り上げた

情報をさらに詳しく掲載しています。

入院中の患者さまの回復に少しでも貢献できればと「お見舞いメールサー

ビス」を開始しました。遠方の人に限らず、患者さまのご家族、ご親せきか

らの励ましのメッセージを電子メールでお送りいただければ、印刷して患者

さままでお届けいたします。詳細はホームページをご覧ください。

病院ホームページを移転 ホームページ版「市立病院だより」

お見舞いメールサービス

○萱瀬中学校

次の団体が文部科学大臣表彰を受けました。おめで

とうございます。

■問い合わせ 市立病院 （52-2161）

パブリックコメントとは

市が、重要な政策の立案にあたり計画や構想な

どを策定する際に、その計画などを決定する前の

案の段階で公表し、広く市民の皆さんから意見を

募集し計画などの決定に反映させる制度です。
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まちかど市民ギャラリー

2月の展示作品

■問い合わせ まちかど市民ギャラリー （50-1216）

◎ 5日～ 11日 3Ｄアート　ラベンダー（3Ｄアート・

デコパージュ・パッチワーク）

◎ 12日～18日 山浦日出夫遺作展（油絵）

◎ 19日～26日 玖島中学校2年生（焼き物・絵手紙・

木工品ほか）

◎27日～3月5日　高柳芳久（陶芸）

すみれの会【井上嘉香】（押し花）

■問い合わせ 教育総務課（内線362）

遠距離通学児童生徒の

補助対象距離を見直します
遠距離通学の児童生徒に対して、現在バスの定期券

購入の補助を行っていますが、平成17年度から補助の

対象距離の見直しを下記のとおり計画していますの

で、お知らせします。

○変更後の補助対象通学距離（片道）

小学校…4㎞以上（3㎞以上）

中学校…6㎞以上（5㎞以上）

※（ ）内はこれまでの対象距離

○変更する時期

平成17年4月1日

◎保険料 １口年額 580円（１人２口まで）

※今年から毎年保険料が見直しになります。

■問い合わせ 安全対策課（内線2 1 4）または各出張所

家族そろって加入しましょう
平成17年度 市民交通傷害保険

長崎県美しいふるさとづくり

花壇コンクール表彰

黒木小学校が、「長

崎県美しいふるさとづ

くり花壇コンクール」

において優秀賞を受賞

しました。おめでとう

ございます。

◇
早
め
点
灯
の
目
安
　
２
月
…
午
後
５
時
ご
ろ
　
３
月
…
午
後
５
時
30
分
ご
ろ

◇
雨
天
・
曇
天
時
は
、
昼
間
も
点
灯
し
ま
し
ょ
う
。

■
安
全
対
策
課
（
内
線
２
１
４
）

夕
暮
れ
時
は
早
め
の
点
灯
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
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民　
生　
委　
員　
・　
児　
童　
委　
員　
が　
決　
ま　
り　
ま　
し　

た　
。　
今　
後　
３　
年　
間　
、　
市　
民　
の　
皆　
さ　
ん　
の　
生　

活　
に　
関　
す　
る　
相　
談　
、　
援　
助　
、　
指　
導　
な　
ど　
、　

市　
民　
の　
福　
祉　
増　
進　
の　
た　
め　
に　
活　
動　
し　
て　
い　

た　
だ　
き　
ま　
す　
。　
ど　
う　
ぞ　
、　
よ　
ろ　
し　
く　
お　
願　

い　
し　
ま　
す　
。　

※　
（　

）　
内　
は　
担　
当　
地　
区　

南　
地　
区　
第　
１　

城　
山　
敏　
夫　
（　
舟　
津　
、　
祝　
崎　
、　
蔦　
川　
内　
）　
▼　

小　
林　
幸　
代　
（　
釘　
ノ　
頭　
、　
日　
泊　
、　
三　
浦　
ヶ　
丘　
、　

山　
境　
）　
▼　
上　
野　
左　
千　
子　
（　
溝　
陸　
）　
▼　
大　
平　

俊　
弘　
（　
さ　
つ　
き　
台　
団　
地　
）　
▼　
松　
尾　
正　
昭　

（　
今　
村　
）　
▼　
森　
川　
禮　
子　
（　
岩　
松　
）　
▼　
廣　
瀬　
弘　

子　
（　
小　
川　
内　
、　
平　
）　
▼　
小　
川　
和　
義　
（　
中　
里　

上　
、　
中　
里　
下　
）　
▼　
永　
池　
知　
子　
（　
内　
倉　
、　
古　

松　
）　
▼　
冨　
永　
八　
重　
子　
（　
陰　
平　
上　
、　
陰　
平　
下　
）　

▼　
西　
浦　
福　
則　
（　
東　
浦　
）　
▼　
戸　
島　
フ　
ミ　
子　

（　
前　
舟　
津　
、　
外　
浦　
小　
路　
）　
▼　
佐　
藤　
ト　
ミ　
子　

（　
下　
久　
原　
第　
１　
）　
▼　
北　
平　
常　
喜　
（　
下　
久　
原　
第　

２　
）　
▼　
川　
口　
榮　
三　
（　
上　
久　
原　
東　
）　
▼　
松　
尾　

孝　
之　
（　
上　
久　
原　
西　
、　
久　
原　
ヶ　
丘　
）　
▼　
指　
方　

悦　
郎　
（　
上　
久　
原　
南　
）　
▼　
中　
野　
司　
（　
久　
原　
第　

２　
団　
地　
）　
▼　
佐　
藤　
益　
仙　
（　
日　
向　
平　
、　
本　
小　

路　
）　
▼　
野　
平　
権　
兵　
衛　
（　
岩　
舟　
第　
１　
）　
▼　
浦　

川　
史　
弘　
（　
岩　
舟　
第　
２　
、　
岩　
舟　
住　
宅　
）　
▼　
緒　

方　
好　
子　
（　
上　
小　
路　
東　
）　
▼　
向　
野　
た　
け　
子　

（　
上　
小　
路　
西　
）　
▼　
稲　
富　
啓　
子　
（　
玖　
島　
第　
１　
）　

▼　
橋　
口　
ミ　
ド　
リ　
（　
片　
町　
第　
１　
、　
玖　
島　
町　
）　

▼　
琴　
尾　
勝　
（　
片　
町　
第　
２　
、　
草　
場　
小　
路　
）　
▼　

河　
野　
　　
枝　
（　
幸　
町　
）　
▼　
渡　
邉　
清　
（　
本　
町　
第　

１　
、　
本　
町　
第　
２　
）　
▼　
山　
本　
賢　
二　
（　
西　
本　
町　

第　
１　
、　
西　
本　
町　
第　
２　
）　
▼　
右　
山　
タ　
ケ　
（　
旭　

町　
団　
地　
）　

南　
地　
区　
第　
２　

琴　
尾　
明　
子　
（　
久　
原　
団　
地　
）　
▼　
前　
田　
信　
子　

（　
木　
場　
１　
丁　
目　
南　
）　
▼　
井　
形　
郁　
代　
（　
木　
場　
１　

丁　
目　
西　
）　
▼　
浦　
田　
雅　
美　
（　
木　
場　
２　
丁　
目　
東　
）　

▼　
高　
以　
良　
哲　
雄　
（　
向　
木　
場　
）　
▼　
馬　
場　
輝　
夫　

（　
木　
場　
２　
丁　
目　
北　
）　
▼　
福　
尾　
美　
重　
子　
（　
須　
田　

の　
木　
南　
）　
▼　
鎌　
田　
勝　
（　
須　
田　
の　
木　
北　
）　
▼　

中　
嶋　
米　
雄　
（　
三　
城　
第　
１　
）　
▼　
江　
口　
隆　
將　

（　
駅　
前　
ビ　
ル　
、　
三　
城　
第　
２　
）　
▼　
吉　
岡　
忠　
則　

（　
水　
主　
町　
１　
丁　
目　
、　
有　
楽　
町　
）　
▼　
長　
與　
隆　

（　
水　
主　
町　
２　
丁　
目　
）　
▼　
池　
田　
幸　
子　
（　
武　
部　
）　

▼　
岡　
惠　
子　
（　
田　
ノ　
平　
第　
１　
）　
▼　
平　
美　
智　
子　

（　
田　
ノ　
平　
第　
２　
）　
▼　
橋　
本　
忠　
夫　
（　
柴　
田　
）　
▼　

上　
野　
由　
美　
子　
（　
三　
城　
団　
地　
）　
▼　
辻　
川　
貞　
行　

（　
大　
佐　
古　
）　
▼　
宮　
�　
春　
美　
（　
小　
佐　
古　
）　
▼　
吉　

里　
良　
輔　
（　
水　
田　
１　
区　
、　
向　
陽　
町　
）　
▼　
久　
田　

松　
守　
（　
荒　
平　
、　
水　
計　
）　
▼　
福　
田　
志　
津　
子　

（　
赤　
佐　
古　
第　
１　
、　
常　
盤　
団　
地　
）　
▼　
村　
田　
加　
能　

（　
赤　
佐　
古　
第　
２　
）　
▼　
野　
口　
榮　
（　
徳　
泉　
川　
内　
西　
）　

▼　
比　
田　
勝　
里　
美　
（　
徳　
泉　
川　
内　
東　
）　
▼　
永　
益　

紀　
子　
（　
玖　
島　
江　
迎　
、　
玖　
島　
団　
地　
）　
▼　
松　
本　

正　
登　
（　
松　
尾　
、　
横　
山　
頭　
）　

中　
地　
区　
第　
１　

浅　
田　
惠　
子　
（　
坂　
口　
、　
坂　
口　
住　
宅　
）　
▼　
石　
橋　

隆　
也　
（　
池　
田　
東　
）　
▼　
一　
瀬　
義　
典　
（　
池　
田　
西　
）　

▼　
松　
岡　
雪　
雄　
（　
池　
田　
南　
）　
▼　
青　
柳　
裕　
子　

（　
池　
田　
北　
）　
▼　
川　
頭　
勉　
（　
池　
田　
新　
町　
９　
区　
、　

池　
田　
ア　
パ　
ー　
ト　
　　
ホ　
・　
ヘ　
棟　
）　
▼　
一　
柳　
英　

雄　
（　
池　
田　
新　
町　
1  0  
区　
）　
▼　
村　
木　
和　
子　
（　
池　

田　
新　
町　
1  1  
区　
、　
池　
田　
ア　
パ　
ー　
ト　
　　
第　
１　
・　

２　
、　
ト　
棟　
）　
▼　
土　
井　
澄　
江　
（　
池　
田　
ア　
パ　
ー　

ト　
　　
イ　
・　
ロ　
・　
ハ　
・　
ニ　
棟　
）　
▼　
田　
代　
節　
春　

（　
上　
諏　
訪　
東　
、　
雄　
ヶ　
原　
）　
▼　
加　
藤　
弘　
子　
（　
上　

諏　
訪　
中　
）　
▼　
岩　
田　
敏　
子　
（　
上　
諏　
訪　
西　
）　
▼　

浦　
田　
嘉　
文　
（　
下　
諏　
訪　
東　
）　
▼　
小　
　　
清　
一　

（　
下　
諏　
訪　
西　
）　
▼　
本　
川　
洋　
子　
（　
下　
諏　
訪　
北　
）　

▼　
佐　
々　
木　
み　
つ　
（　
諏　
訪　
１　
区　
）　
▼　
井　
手　
利　

子　
（　
東　
諏　
訪　
）　
▼　
北　
村　
延　
子　
（　
中　
諏　
訪　
）　

▼　
市　
川　
セ　
イ　
子　
（　
諏　
訪　
７　
区　
、　
諏　
訪　
８　
区　
）　

▼　
小　
田　
哲　
則　
（　
乾　
馬　
場　
）　
▼　
安　
岡　
敬　
美　

（　
古　
町　
）　
▼　
小　
谷　
夫　
起　
子　
（　
水　
田　
町　
）　
▼　
小　

川　
潔　
（　
水　
田　
２　
区　
）　
▼　
工　
藤　
國　
男　
（　
杭　
出　

津　
３　
区　
、　
杭　
出　
津　
４　
区　
）　
▼　
森　
松　
清　
（　
辻　

田　
）　
▼　
久　
冨　
茂　
（　
新　
城　
）　

中　
地　
区　
第　
２　

牛　
島　
紀　
子　
（　
古　
町　
５　
区　
）　
▼　
町　
田　
欣　
也　

（　
古　
町　
６　
区　
、　
古　
町　
２　
丁　
目　
西　
）　
▼　
林　
藤　
鉦　

（　
上　
杭　
出　
津　
）　
▼　
中　
嶋　
久　
子　
（　
下　
杭　
出　
津　
）　

▼　
吉　
田　
キ　
ヨ　
子　
（　
松　
山　
）　
▼　
富　
永　
昇　
（　
西　

小　
路　
）　
▼　
藤　
村　
祝　
子　
（　
協　
和　
町　
北　
）　
▼　
安　

永　
善　
明　
（　
協　
和　
町　
南　
）　
▼　
中　
村　
秀　
樹　
（　
昭　

和　
通　
り　
）　
▼　
永　
野　
榮　
子　
（　
松　
並　
１　
丁　
目　
）　

▼　
橋　
口　
須　
惠　
子　
（　
松　
並　
２　
丁　
目　
東　
）　
▼　
和　

�　
イ　
ツ　
子　
（　
松　
並　
２　
丁　
目　
西　
）　
▼　
森　
園　
サ　

ダ　
子　
（　
松　
並　
２　
丁　
目　
南　
）　
▼　
石　
川　
千　
滿　
子　

（　
西　
大　
村　
本　
町　
第　
１　
）　
▼　
伊　
東　
隆　
二　
（　
西　
大　

村　
本　
町　
第　
２　
）　
▼　
川　
内　
眸　
（　
桜　
馬　
場　
第　
１　

北　
）　
▼　
渡　
邉　
ハ　
ル　
ヱ　
（　
桜　
馬　
場　
第　
１　
南　
）　

▼　
宇　
木　
和　
子　
（　
桜　
馬　
場　
第　
２　
東　
）　
▼　
葉　
山　

廉　
子　
（　
桜　
馬　
場　
第　
２　
西　
）　
▼　
田　
上　
俊　
文　

（　
植　
松　
１　
丁　
目　
）　
▼　
河　
野　
ス　
ミ　
エ　
（　
植　
松　
２　

丁　
目　
）　
▼　
大　
道　
ヒ　
ロ　
子　
（　
植　
松　
３　
丁　
目　
東　
）　

▼　
松　
田　
照　
之　
（　
植　
松　
３　
丁　
目　
西　
）　
▼　
川　
口　

ユ　
キ　
エ　
（　
古　
賀　
島　
東　
①　
）　
▼　
早　
瀬　
幸　
子　

（　
古　
賀　
島　
東　
②　
）　
▼　
城　
戸　
美　
與　
子　
（　
古　
賀　
島　

西　
①　
）　
▼　
喜　
多　
ひ　
ろ　
子　
（　
古　
賀　
島　
西　
②　
）　

北　
地　
区　
第　
１　

浦　
江　
富　
士　
子　
（　
富　
の　
原　
１　
丁　
目　
南　
）　
▼　
古　

木　
賢　
治　
（　
富　
の　
原　
１　
丁　
目　
北　
）　
▼　
廣　
松　
美　

智　
子　
（　
富　
の　
原　
１　
丁　
目　
中　
）　
▼　
宮　
田　
千　
賀　

子　
（　
富　
の　
原　
２　
丁　
目　
南　
）　
▼　
能　
登　
原　
多　
惠　

子　
（　
富　
の　
原　
２　
丁　
目　
中　
）　
▼　
松　
本　
次　
利　

（　
富　
の　
原　
２　
丁　
目　
北　
）　
▼　
福　
井　
勇　
（　
黒　
丸　
町　
）　

▼　
西　
田　
和　
泰　
（　
竹　
松　
町　
東　
）　
▼　
中　
原　
昇　

（　
竹　
松　
町　
西　
）　
▼　
牛　
嶋　
テ　
ル　
子　
（　
鬼　
橋　
町　
南　
）　

▼　
山　
�　
サ　
サ　
子　
（　
鬼　
橋　
町　
北　
）　
▼　
藤　
本　
マ　

ツ　
子　
（　
小　
路　
口　
町　
）　
▼　
清　
島　
恭　
子　
（　
小　
路　

口　
本　
町　
一　
）　
▼　
山　
口　
澄　
　　
（　
小　
路　
口　
本　
町　

二　
）　
▼　
手　
水　
惠　
子　
（　
竹　
松　
住　
宅　
）　
▼　
勝　
日　

出　
子　
（　
小　
路　
口　
住　
宅　
）　
▼　
秋　
寄　
博　
之　
（　
堺　

町　
）　
▼　
米　
倉　
博　
子　
（　
原　
口　
ア　
パ　
ー　
ト　
）　
▼　

岸　
川　
利　
麿　
（　
今　
津　
町　
）　
▼　
山　
北　
辰　
巳　
（　
原　

口　
町　
東　
）　
▼　
小　
佐　
々　
秀　
人　
（　
原　
口　
町　
西　
）　

▼　
口　
木　
孝　
子　
（　
原　
口　
住　
宅　
）　
▼　
川　
下　
一　
紀　

（　
竹　
松　
本　
町　
第　
１　
南　
）　
▼　
堀　
田　
泰　
淳　
（　
竹　
松　

本　
町　
第　
１　
北　
）　
▼　
小　
山　
典　
子　
（　
竹　
松　
本　
町　

第　
２　
上　
）　
▼　
坂　
口　
利　
昭　
（　
竹　
松　
本　
町　
第　
２　

下　
）　
▼　
赤　
木　
聰　
子　
（　
大　
川　
田　
東　
）　
▼　
久　
保　

勝　
人　
（　
大　
川　
田　
西　
）　
▼　
青　
木　
守　
（　
宮　
小　
路　

１　
丁　
目　
）　
▼　
村　
田　
美　
千　
代　
（　
宮　
小　
路　
２　
丁　

目　
）　
▼　
鬼　
塚　
正　
紀　
（　
宮　
小　
路　
３　
丁　
目　
）　

北　
地　
区　
第　
２　

中　
嶋　
禎　
子　
（　
荒　
瀬　
）　
▼　
東　
賢　
一　
郎　
（　
原　
）　

▼　
福　
重　
中　
（　
宮　
代　
）　
▼　
山　
口　
辰　
　　
（　
田　
下　
）　

▼　
禿　
春　
夫　
（　
中　
岳　
）　
▼　
筒　
井　
惠　
永　
子　
（　
久　

良　
原　
）　
▼　
田　
中　
正　
明　
（　
南　
川　
内　
）　
▼　
栗　
山　

ひ　
さ　
子　
（　
北　
川　
内　
）　
▼　
岩　
本　
初　
雄　
（　
黒　
木　
）　

▼　
高　
橋　
一　
幸　
（　
沖　
田　
）　
▼　
中　
野　
登　
美　
子　

（　
寿　
古　
、　
サ　
ン　
・　
コ　
ー　
ポ　
ラ　
ス　
寿　
古　
）　
▼　
浦　

川　
美　
千　
代　
（　
今　
富　
）　
▼　
辻　
重　
義　
（　
皆　
同　
）　

▼　
大　
浦　
文　
江　
（　
野　
田　
、　
重　
井　
田　
）　
▼　
畑　
地　

隆　
顯　
（　
立　
福　
寺　
）　
▼　
江　
口　
武　
夫　
（　
弥　
勒　
寺　
）　

▼　
秀　
山　
隆　
一　
（　
福　
重　
）　
▼　
田　
丸　
精　
一　
郎　

（　
草　
場　
）　
▼　
猪　
股　
禮　
　　
（　
橋　
本　
、　
宮　
本　
）　
▼　

七　
山　
剛　
（　
南　
松　
本　
、　
北　
松　
本　
）　
▼　
西　
川　
武　
（　

浦　
１　
区　
、　
浦　
２　
区　
）　
▼　
川　
添　
喜　
世　
子　
（　
久　

津　
、　
寺　
本　
）　
▼　
福　
嶋　
健　
吉　
（　
山　
下　
、　
梶　
の　

尾　
、　
梶　
の　
尾　
団　
地　
）　
▼　
福　
田　
健　
治　
（　
北　
木　

場　
、　
今　
山　
、　
東　
光　
寺　
）　
▼　
小　
林　
キ　
ク　
ヱ　

（　
北　
野　
岳　
、　
南　
野　
岳　
）　
▼　
野　
口　
秀　
　　
（　
野　
田　
、　

平　
原　
）　
▼　
松　
尾　
勝　
（　
武　
留　
路　
）　

主　
任　
児　
童　
委　
員　

南　
地　
区　
第　
１　
▼　
久　
松　
喜　
美　
子　
▼　
一　
瀬　
良　
子　

南　
地　
区　
第　
２　
▼　
荒　
木　
恵　
子　
▼　
　　
村　
千　
恵　
子　

中　
地　
区　
第　
１　
▼　
松　
本　
あ　
や　
▼　
大　
橋　
裕　
紀　
子　

中　
地　
区　
第　
２　
▼　
辻　
陽　
子　
▼　
本　
川　
清　
子　

北　
地　
区　
第　
１　
▼　
岩　
永　
節　
子　
▼　
山　
上　
よ　
し　
子　

北　
地　
区　
第　
２　
▼　
池　
ノ　
下　
美　
由　
紀　
▼　
峰　
美　
穂　
子　

■　
問　
い　
合　
わ　
せ　
　　
福　
祉　
課　
（　
内　
線　
１　
５　
１　
）　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が

決
ま
り
ま
し
た

市長から委嘱状が伝達されました。
（12／1・シーハットおおむら さくらホール）

（
敬
称
略
）



市内約1,100人の新成人の門出を祝う「成人式」が市民会館で盛
大に開かれました。式では、新成人の誓いを上本真一さんと小濱由
香莉さんが、新成人の主張を土橋啓太さんが、 「周りの人たちへの
感謝の気持ち」や「これからの熱い思い」などを発表しました。

晴れやかな衣装を身にまとった多くの新成人たちは同級生との再
会を喜び、共に新成人としての自覚を新たにしていました。

91/ 熱い思いを胸に新たな旅立ち
－ 平成17年成人式 －

親子レースをはじめ、各学年別など22レースに市内外か
ら約1,300人が参加して、海上自衛隊内で「おおむらロード
レース大会」が開かれました。沿道から大きな声援が送ら
れる中、選手たちは白い息を吐きながら、上位を目指して
走っていました。

1212/ 力走に大きな声援
－ ロザ・モタ杯

第28回おおむらロードレース大会 －

大村名産の黒田五寸人参をＰＲしようと、関係者によっ
て県庁内で「販売促進キャンペーン」が行われました。ブ
ランドとしての知名度も上がり、並べられた黒田五寸人参
はあっという間になくなりました。

2712/ あっという間に完売
－ 大村黒田五寸人参販売促進キャンペーン －

大村湾で獲れたおいしいカキを市民の皆さんをはじめ多くの
人に知っていただこうと、市内では初の「カキまつり」が開か
れました。会場にはカキ焼きコーナーや、カキ・ナマコ・サザ
エの直売所などが設けられ、訪れた人たちはアツアツ焼きたて
のカキを口いっぱいにほおばり、おいしそうに食べていました。

91/ 大村湾産のカキっておいしい！
－ 第1回カキまつり －
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消　
防　
団　
や　
消　
防　
署　
、　
婦　
人　
防　
火　
ク　
ラ　
ブ　
、　
ア　

ー　
ケ　
ー　
ド　
自　
衛　
消　
防　
隊　
な　
ど　
、　
日　
ご　
ろ　
か　
ら　
消　

防　
・　
防　
災　
活　
動　
に　
携　
わ　
っ　
て　
い　
る　
団　
体　
が　
一　
堂　

に　
集　
ま　
っ　
て　
、　
恒　
例　
の　
「　
大　
村　
市　
消　
防　
出　
初　
式　
」　

が　
市　
民　
会　
館　
で　
開　
催　
さ　
れ　
ま　
し　
た　
。　
金　
子　
原　
二　

郎　
県　
知　
事　
な　
ど　
を　
お　
迎　
え　
し　
て　
開　
か　
れ　
た　
式　
典　

で　
は　
、　
会　
場　
い　
っ　
ぱ　
い　
に　
詰　
め　
か　
け　
た　
団　
員　
の　

皆　
さ　
ん　
を　
前　
に　
、　
田　
中　
實　
消　
防　
団　
長　
が　
「　
昨　
年　

は　
、　
日　
本　
中　
が　
異　
常　
気　
象　
や　
地　
震　
な　
ど　
に　
見　
舞　

わ　
れ　
、　
災　
害　
、　
火　
災　
か　
ら　
市　
民　
生　
活　
を　
守　
る　

我　
々　
の　
使　
命　
が　
重　
要　
と　
な　
っ　
て　
い　
る　
。　
そ　
れ　
ぞ　

れ　
が　
な　
お　
一　
層　
が　
ん　
ば　
っ　
て　
ほ　
し　
い　
。　」　
と　
力　

強　
く　
あ　
い　
さ　
つ　
。　
松　
本　
市　
長　
か　
ら　
は　

「　
国　
内　
外　
で　
災　
害　
が　
発　
生　
し　
て　
お　
り　
、　
本　

市　
に　
お　
い　
て　
も　
日　
ご　
ろ　
か　
ら　
万　
全　
の　
対　

策　
を　
準　
備　
す　
る　
必　
要　
が　
あ　
る　
。　
今　
年　
は　

総　
合　
防　
災　
訓　
練　
を　
予　
定　
し　
た　
い　
。　」　
と　
訓　

練　
へ　
の　
協　
力　
を　
要　
請　
し　
ま　
し　
た　
。　
ま　
た　

式　
典　
で　
は　
永　
年　
勤　
続　
、　
退　
団　
さ　
れ　
た　
団　

員　
の　
皆　
さ　
ん　
も　
表　
彰　
さ　
れ　
ま　
し　
た　
（　
詳　

細　
は　
７　
ペ　
ー　
ジ　
に　
掲　
載　
）　。　

そ　
の　
後　
、　
市　
中　
行　
進　
に　
引　
き　
続　
き　
、　

勇　
壮　
な　
放　
水　
演　
習　
が　
行　
わ　
れ　
、　
火　
災　
や　

災　
害　
の　
発　
生　
が　
な　
い　
一　
年　
と　
な　
る　
よ　
う　
、　

消　
防　
関　
係　
者　
や　
見　
物　
に　
訪　
れ　
た　
皆　
さ　
ん　

の　
願　
い　
が　
込　
め　
ら　
れ　
た　
水　
が　
、　
空　
高　
く　

放　
水　
さ　
れ　
ま　
し　
た　
。　

大　
村　
市　
暴　
力　

追　
放　
運　
動　
推　
進　

協　
議　
会　
（　
福　
田　

律　
三　
会　
長　
）　
と　

大　
村　
市　
交　
通　
安　

全　
協　
会　
（　
高　
瀬　

富　
夫　
会　
長　
）　
が　

合　
同　
で　
、　
市　
内　

の　
歓　
楽　
街　
な　
ど　

を　
パ　
レ　
ー　
ド　
し　

て　
暴　
力　
追　
放　
と　

飲　
酒　
運　
転　
の　
根　

絶　
を　
訴　
え　
る　
キ　

ャ　
ン　
ペ　
ー　
ン　
が　

行　
わ　
れ　
ま　
し　
た　
。　

市　
内　
で　
は　
、　
昨　
年　
一　
年　
間　
の　
飲　
酒　
運　
転　
検　
挙　
数　
は　
65

件　
と　
一　
昨　
年　
と　
く　
ら　
べ　
16
件　
減　
少　
し　
て　
い　
ま　
す　
が　
、　
暴　

力　
関　
係　
検　
挙　
数　
は　
41
件　
と　
18
件　
増　
加　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　

こ　
の　
日　
は　
、　
松　
本　
市　
長　
、　
尾　
下　
警　
察　
署　
長　
、　
川　
添　
市　

議　
会　
議　
長　
を　
は　
じ　
め　
、　
市　
議　
会　
、　
消　
防　
署　
、　
消　
防　
団　
、　

料　
飲　
業　
生　
活　
衛　
生　
連　
合　
組　
合　
、　
大　
村　
市　
連　
合　
防　
犯　
協　
会　

な　
ど　
協　
議　
会　
に　
所　
属　
す　
る　
２　
０　
０　
人　
の　
皆　
さ　
ん　
が　
歳　
末　

の　
寒　
空　
の　
中　
、　
行　
き　
交　
う　
人　
々　
に　
安　
心　
で　
安　
全　
な　
ま　
ち　

づ　
く　
り　
の　
た　
め　
、　
暴　
力　
追　
放　
と　
飲　
酒　
運　
転　
の　
根　
絶　
を　
願　

い　
、　
チ　
ラ　
シ　
を　
配　
り　
訴　
え　
て　
い　
ま　
し　
た　
。　

―

暴
力
追
放
・
飲
酒
運
転
根
絶
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
―

1／8

今
年
の
火
災
発
生
ゼ
ロ
を

願
っ
て

12／14
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

新年の幕開けを祝って、市内外の各界から約500人が出
席して「新年慶祝交歓会」が開かれました。会場に集まっ
た人たちは新年のあいさつを交わしながら歓談し、今年に
かける意気込みを新たにしていました。

41/ 2005年にかける思いを
語らいながら
－ 平成17年新年慶祝交歓会 －

―

大
村
市
消
防
出
初
式
―
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（有）サングリーン大村

代表取締役　長田
な が た

俊宜
としのぶ

さん

法
人
組
織
設
立
の
き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

メ
ン
バ
ー
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
イ
チ
ゴ
を
作
っ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
イ
チ
ゴ
は
た
い
へ
ん
労
力
を

要
す
る
作
物
で
、
私
も
57
歳
に
な
り
、
こ
の
ま
ま
で

は
そ
ん
な
に
長
く
は
作
れ
な
い
（
笑
）。

そ
こ
で
、
私
と
萱
瀬
で
長
年
イ
チ
ゴ
を
作
っ
て
い

大
村
市
の
特
産
物
、
イ
チ
ゴ
の
生
産
を
法
人
組
織

で
始
め
ら
れ
た
「
�
サ
ン
グ
リ
ー
ン
大
村
」
代
表
の

長
田
俊
宜
さ
ん
に
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

る
大
塚
（
隆
之
）
さ
ん
と
長
岡
（
誠
）
さ
ん
に
呼
び
か
け
、
雇
用
型
の
イ
チ

ゴ
経
営
を
目
指
し
昨
年
設
立
し
ま
し
た
。
今
年
が
初
め
て
の
収
穫
で
す
。

施
設
の
特
徴
は
何
で
す
か
？

イ
チ
ゴ
を
作
っ
て
い
る
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
面
積
は
2  .  3  
�
で
、
そ
の
う
ち

半
分
は
ベ
ン
チ
栽
培
を
導
入
し
て
、
収
穫
作
業
な
ど
の
管
理
を
省
力
化
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
箱
詰
め
の
と
き
セ
ロ
ハ
ン
を
か
ぶ
せ
ま
す
が
、
こ
れ
を
自

動
化
す
る
た
め
に
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ラ
イ
ン
も
導
入
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
施
設
や
機
械
を
導
入
し
た
こ
と
で
、
だ
れ
で
も
イ
チ
ゴ
の
収

穫
や
箱
詰
め
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
目
標
と
し
て
い
た
雇
用
型
の
イ
チ
ゴ

経　
営　
が　
で　
き　
る　
よ　
う　
に　
な　
り　
ま　
し　
た　
。　現　
在　
14
人　
に　
働　
い　
て　
も　
ら　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　

だ
れ
に
で
も
売
っ
て
も
ら
え
ま
す
か
？

も
ち
ろ
ん
。
「
さ
ち
の
か
」
と
い
う
品
種
を
作
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が

手
塩
に
か
け
て
作
っ
た
イ
チ
ゴ
を
、
一
度

食
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
今
年
の
イ
チ
ゴ

は
、
最
高
に
お
い
し
い
で
す
よ
。

目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

面
積
を
3  .  0  
�
ま
で
規
模
拡
大
し
て
、
す

べ
て
ベ
ン
チ
栽
培
を
導
入
し
、
40
万
パ
ッ

ク
の
生
産
、
販
売
額
１
億
円
が
目
標
で
す

ね
。将

来
は
イ
チ
ゴ
を
素
材
に
し
た
農
産
加

工
や
直
売
所
な
ど
も
で
き
た
ら
い
い
な
あ

と
み
ん
な
と
話
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
と
り
わ
け

公
務
員
並
み
の
収
入
が
目
標
で
す
（
笑
）。

■
問
い
合
わ
せ
　
28

８
６
１
５
（
原
町
）

大
村
名
産
の
イ
チ
ゴ
を
全
国
に
広
め
て
く
だ
さ
い
。

◎
難
聴
に
つ
い
て

難　
聴　
と　
い　
っ　
て　
も　
、　
い　
ろ　
い　
ろ　
な　
呼　
び　
方　

が　
さ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
が　
、　
感　
音　
性　
難　
聴　
、　
伝　
音　
声　

難　
聴　
、　
混　
合　
性　
難　
聴　
に　
大　
き　
く　
分　
け　
ら　
れ　
ま　
す　
。　

今　
回　
は　
、　
特　
に　
注　
意　
が　
必　
要　
な　
難　
聴　
が　
含　
ま　

れ　
て　
い　
る　
感　
音　
性　
難　
聴　
に　
つ　
い　
て　
説　
明　
し　
ま　
し　

ょ　
う　
。　

感　
音　
性　
難　
聴　
と　
は　

難　
聴　
の　
中　
で　
も　
主　
に　
内　
耳　
と　
い　
わ　
れ　
る　
部　
分　

の　
障　
害　
が　
原　
因　
で　
起　
こ　
っ　
て　
く　
る　
も　
の　
を　
感　
音　

性　
難　
聴　
と　
い　
い　
ま　
す　
。　

一　
般　
的　
に　
知　
ら　
れ　
て　
い　
る　
メ　
ニ　
エ　
ー　
ル　
氏　

病　
、　
突　
発　
性　
難　
聴　
、　
老　
人　
性　
難　
聴　
な　
ど　
が　
こ　
の　

タ　
イ　
プ　
に　
含　
ま　
れ　
、　
程　
度　
的　
に　
は　
、　
軽　
度　
の　
難　

聴　
か　
ら　
全　
く　
聞　
こ　
え　
な　
く　
な　
る　
全　
聾　ろう
ま　
で　
あ　
り　

ま　
す　
。　

こ　
の　
障　
害　
の　
中　
に　
は　
、　
小　
さ　
な　
音　
は　
聞　
こ　
え　

に　
く　
い　
の　
に　
、　
大　
き　
な　
音　
は　
う　
る　
さ　
く　
感　
じ　
る　

場　
合　
が　
あ　
り　
ま　
す　
。　

ほ　
か　
に　
、　「　
音　
響　
外　
傷　
性　
難　
聴　
」　、　「　
騒　
音　
性　

難　
聴　
」　
な　
ど　
も　
こ　
の　
タ　
イ　
プ　
に　
含　
ま　
れ　
ま　
す　
。　

難　
聴　
の　
診　
断　

難　
聴　
の　
性　
質　
や　
原　
因　
な　
ど　
を　
正　
確　
に　
診　
断　
す　

る　
こ　
と　
が　
、　
適　
切　
な　
治　
療　
に　
結　
び　
つ　
き　
ま　
す　
。　

そ　
の　
た　
め　
に　
は　
、　
発　
生　
時　
期　
、　
経　
過　
、　
過　
程　
、　

難　
聴　
に　
伴　
う　
症　
状　
の　
有　
無　
な　
ど　
を　
問　
診　
に　
よ　
っ　

て　
把　
握　
す　
る　
こ　
と　
が　
重　
要　
で　
す　
。　
そ　
の　
う　
え　
で　

必　
要　
な　
検　
査　
を　
見　
極　
め　
、　
さ　
ま　
ざ　
ま　
な　
検　
査　
を　

行　
い　
ま　
す　
。　

難　
聴　
の　
治　
療　

原　
因　
に　
応　
じ　
た　
治　
療　
が　
必　
要　
と　
な　
り　
ま　
す　

が　
、　
ほ　
と　
ん　
ど　
の　
感　
音　
性　
難　
聴　
は　
、　
進　
行　
を　
防　

ぐ　
た　
め　
の　
薬　
物　
療　
法　
が　
中　
心　
に　
な　
り　
ま　
す　
。　

そ　
の　
中　
で　
も　
、　
特　
に　
注　
意　
が　
必　
要　
な　
の　
が　
突　

発　
性　
難　
聴　
の　
治　
療　
で　
す　
。　
発　
症　
か　
ら　
１　
週　
間　
以　

内　
の　
早　
期　
に　
治　
療　
を　
開　
始　
す　
る　
必　
要　
が　
あ　
り　
、　
治　

療　
を　
せ　
ず　
２　
週　
間　
以　
上　
経　
過　
す　
る　
と　
、　
聴　
力　
改　
善　

が　
難　
し　
く　
な　
り　
ま　
す　
。　

聞　
こ　
え　
の　
悪　
さ　
に　
気　
付　

い　
た　
ら　
、　
で　
き　
る　
だ　
け　
早　
く　
病　
院　
で　
受　
診　
す　
る　
こ　

と　
が　
大　
切　
で　
す　
。　

当　
院　
で　
は　
、　
耳　
鼻　
咽　
喉　
科　
の　
外　
来　
を　
１　
月　
か　
ら　

毎　
日　
（　
月　
〜　
金　
曜　
日　
）　
受　
け　
付　
け　
て　
い　
ま　
す　
。　

ご　
心　
配　
な　
方　
は　
、　
か　
か　
り　
つ　
け　
医　
に　
ご　
相　
談　
の　

う　
え　
、　
当　
院　
ま　
で　
ご　
相　
談　
く　
だ　
さ　
い　
。　

詳　
し　
い　
情　
報　
は　
市　
立　
病　
院　
の　
ホ　
ー　
ム　
ペ　
ー　
ジ　

（　

）　

に　
掲　
載　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　
ど　
う　
ぞ　
、　
ご　
覧　
く　
だ　
さ　
い　
。　

◎　
ふ　
れ　
あ　
い　
健　
康　
講　
座　

と　
　　
き　

２　
月　
５　
日　
、　
午　
後　
１　
時　
〜　
２　
時　

と　
こ　
ろ　

市　
立　
病　
院　
　　
大　
会　
議　
室　

「　
生　
活　
習　
慣　
病　
と　
し　
て　
の　
高　
血　
圧　
」　

〜　
高　
血　
圧　
と　
う　
ま　
く　
つ　
き　
あ　
う　
た　
め　
に　
〜　

講　
　　
師　

市　
立　
病　
院　
循　
環　
器　
科　
　　
安　
永　
智　
彦　
医　
師　

※　
申　
し　
込　
み　
な　
ど　
は　
い　
り　
ま　
せ　
ん　
。　
お　
気　
軽　
に　
お　

越　
し　
く　
だ　
さ　
い　
。　
手　
話　
通　
訳　
も　
行　
い　
ま　
す　
。　

箱詰め作業のようす（6月まで続きます）
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情報ひろば 53-4111（代表）

申
込
期
限
　
２
月
22
日
（
申
し
込
み
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

抽
選
・
説
明
会

２
月
25
日

※　
電　
話　
で　
お　
申　
し　
込　
み　
く　
だ　
さ　
い　
。　

申
込
期
限
　
２　
月　
９　
日　

入
居
日
　
３　

月　
１　
日　

抽
選
日
お
よ
び
場
所
　
２　
月　

18
日　
、
午
前
1  0  
時
　
市
民
会
館

※
空
住
宅
の
問
い
合
わ
せ
は
、
建
築
住

宅
課
（
内
線
４
４
１
）
で
も
受
け
付
け

ま
す
。

※
犬
（
身
体
障
害
者
用
介
助
犬
を
除

く
）
、
猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト
類
は
飼
育
で

き
ま
せ
ん
。

区
画
数

18
区
画

年
間
利
用
料
　
３
万
６
千
円

利
用
期
間
　
４
月
１
日
か
ら
１
年
間

申
込
期
間
　
２
月
２
日
〜
15
日

（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
Ｊ
Ｒ
利
用

者
を
優
先
し
て
抽
選
）

○
諫
早
税
務
署
会
場

受
付
期
間
　
２
月
16
日
〜
３
月
15
日
、

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

郵
送
の
場
合
の
送
付
先
　
〒
８
５
４
｜

８
６
６
６
　
諫
早
市
永
昌
東
町
25
｜
45

○
大
村
市
役
所
会
場

受
付
期
間
　
２
月
７
日
〜
３
月
10
日
、

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※　
事　
業　
・　
譲　
渡　
所　
得　
お　
よ　
び　
昼
休
み

（
正
午
〜
午
後
１
時
）
は
受　
け　
付　
け　
ま　

せ　
ん　
。　

国
民
年
金
の
申
告
に
つ
い
て

○　
年　
金　
受　
給　
者　
で　
確　
定　
申　
告　
が　
必　
要　
な　
人　

・
複
数
の
年
金
支
払
者
に
、
扶
養
親
族

等
申
告
書
を
提
出
し
て
い
る
人

・
年
金
の
ほ
か
に
所
得
が
あ
る
人

・
国
民
・
厚
生
・
共
済
年
金
の
う
ち
複

数
の
老
齢
給
付
を
受
給
し
て
い
る
人

○　
国　
民　
年　
金　
保　
険　
料　
の　
控　
除　
の　
対　
象　

・
平
成
16
年
中
に
前
納
、
毎
月
納
付
、

未
納
分
納
付
、
免
除
期
間
や
学
生
特

例
期
間
分
を
納
付
し
た
保
険
料

・
国
民
年
金
基
金
の
掛
金

※
家
族
の
保
険
料
を
納
め
た
分
も
対
象

で
す
。

※
納
付
済
額
証
明
書
の
発
行
は
諫
早
社

会
保
険
事
務
所
で
行
い
ま
す
。

※
老
齢
年
金
受
給
者
は
社
会
保
険
庁
か

ら
源
泉
徴
収
票
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

口
座
振
替
の
手
続
き
は
、
市
内
の
取

扱
金
融
機
関
窓
口
で
で
き
ま
す
。

一
度
手
続
き
す
る
と
毎
年
継
続
さ
れ

便
利
で
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

持
っ
て
く
る
も
の

預
貯
金
通
帳
、
通

帳
届
出
印
か
ん
、
納
付
書

と　
き　
　　
２　
月　
26
日　
、　
午　
後　
１　
時　
15
分　
〜　

と
こ
ろ
　
市
立
病
院

講
師
　
大
村
消
防
署
救
急
救
命
士

対
象
　
市
立
病
院
を
利
用
し
て
い
る
人

お
よ
び
そ
の
家
族
、
ま
た
は
市
内
に
お

住
ま
い
の
人

申
込
方
法
　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
受
講
後
は
、「
普
通
救
命
受
講
修
了

証
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

内　
容　
　　
ワ　
ー　
ド　
・　
エ　
ク　
セ　
ル　
基　
礎　
講　
座　

対　
象　
　　
パ　
ソ　
コ　
ン　
の　
基　
本　
操　
作　
が　
で　
き　

る　
人　

と
き

�
２
月
22
日
〜
３
月
４
日
　
�

３
月
８
日
〜
18
日
の
毎
週
火
・
金
曜

日
、
午
後
１
時
3  0  
分
〜
４
時
3  0  
分
　

と
こ
ろ

情
報
交
流
プ
ラ
ザ
　

定
員

各
1  0  
人

受　
講　
料　
　　
１　
、　
０　
０　
０　
円　
（　
テ　
キ　
ス　
ト　
代　
）　

申　
込　
方　
法　

往　
復　
は　
が　
き　
に　
講　
座　
番　
号　

（　
丸　
囲　
み　
番　
号　
）　
・　
住　
所　
・　
氏　
名　
・　
年　

齢　
・　
性　
別　
・　
電　
話　
番　
号　
を　
記　
入　
の　
う　
え　

「　
〒　
８　
５　
６　
｜　
０　
０　
２　
２　
　　
雄　
ケ　
原　
町　
１　

２　
９　
８　
｜　
２　
９　
　　
大　
村　
市　
情　
報　
交　
流　
プ　

ラ　
ザ　
」　
ま　
で　
お　
申　
し　
込　
み　
く　
だ　
さ　
い　
。　

申　
込　
期　
限　
　　
�　
２　
月　
８　
日　
　　
�　
２　
月　
22
日　

（　
申　
し　
込　
み　
多　
数　
の　
場　
合　
は　
抽　
選　
）　

と
こ
ろ

①
陰
平
ふ
れ
あ
い
農
園
（
陰

平
町
４
０
２
｜
１
）

②
向
木
場
ふ
れ
あ
い
農
園
（
向
木
場
町

１
７
８
６
｜
１
）

区
画
数

①
20
区
画
　
②
15
区
画

（
い
ず
れ
も
１
区
画
33
㎡
）

年
間
利
用
料
　
４
、
０
０
０
円

心
肺
蘇
生
講
習
会

市　
立　
病　
院　
（
52
２
１
６
１
）

I
T
講
習
会
受
講
生
募
集

情
報
交
流
プ
ラ
ザ
（　
5  0  
０　
０　
９　
５　
）　

ふ　
れ　
あ　
い　
農　
園　
利　
用　
者　
募　
集　

農　
業　
水　
産　
課　
（
内
線
２
５
５
）

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

大
村
都
市
開
発
（
54
４
１
５
１
）

国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
は

口　
座　
振　
替　
を　
ご　
利　
用　
く　
だ　
さ　
い　

税
務
課
（
内
線
１
２
５
）

Ｊ
Ｒ
岩
松
駅
前
駐
車
場

利
用
者
募
集

商
工
観
光
課
（
内
線
２
４
１
）

所
得
税
の
確
定
申
告
は

お
早
め
に

税
務
課
（
内
線
１
２
４
）

保
険
年
金
課
（
内
線
１
１
４
）
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53-4111（代表） 情報ひろば

定
員
　
30
人
　
申
込
方
法
　
往　
復　
は　
が　

き　
に　
住
所
・
親
子
の
氏
名
・
子
ど
も
の

生
年
月
日
・
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え

「
〒
８
５
６
｜　
０
８
３
２
　
本
町
４
１

３
―
２
　
大
村
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
」
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

募
集
期
限
　
２
月
10
日
（
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

対　
象　
　　
小　
学　
校　
入　
学　
前　
の　
乳　
幼　
児　
親　
子　

開　
始　
時　
間　
　　
午　
前　
10
時
〜

…
持
っ
て
く
る
も
の

※
１
　

新
聞
紙
２
枚
、
千
代
紙
、
折
り

紙
、
つ
ま
よ
う
じ
２
本
、
あ
き
箱
、
の

り
、
は
さ
み
、
油
性
ペ
ン

※
２
　

折
り
紙
、
の
り
、
は
さ
み
、
油

性
ペ
ン

※
３
　
人
形
劇
で
、
先
着
35
組
の
親
子

が
対
象
で
す
。
申
し
込
み
は
２
月
９
日

か
ら
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

対
象
　
平
成
1  0  
年
４
月
２
日
〜
平
成
1  2  

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
幼
稚
園
な
ど
に

通
園
し
て
い
な
い
幼
児

と　
き　
　　
２　
月　
22
日　
、　
午　
前　
９　
時　
3  0  
分　
〜　
1  0  

時　
3  0  
分　

と　
こ　
ろ　
　　
福　
重　
幼　
稚　
園　

と
き

２　
月　
28
日　
、　
午　
前　
10
時　
〜　
正　
午　

と
こ
ろ

コ
ミ
セ
ン

講
師
　
二
宮
節
子
氏
（
歯
科
医
師
・
子

ど
も
人
権
ア
ク
シ
ョ
ン
長
崎
代
表
）

演
題
「　
歯　
育　
て　
・　
子　
育　
て　
・　
自　
分　
育　
て　
」　

定
員
　
１
０
０
人

申
込
期
限
　
２
月
22
日

申
込
先
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
54

９
１
０
０
）
、
北
地
区
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
（
55
０
９
２
２
）、
南
地

区
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
49

５
３

８
８
）
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
※
託
児
あ
り

※
４
月
１
日
か
ら
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
の

対
象
が
６
か
月
未
満
児
ま
で
に
な
り
、

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
は
廃
止
さ
れ

ま
す
。

受
付
時
間

（　
午　
前　
）　
９　
時　
30
分　
〜　
11
時　

（
午
後
）
１
時
〜
２
時

対
象
　
子
育
て
サ
ー
ク
ル
で
活
動
し
て

い
る
人
ま
た
は
、
こ
れ
か
ら
作
ろ
う
と

考
え
て
い
る
人

と
き
　
２
月
25
日
〜
３
月
18
日
の
毎
週

金
曜
日
、
午
前
10
時
〜
11
時
3  0  
分

と
こ
ろ

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

内
容
　
子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
意
義
や
作

る
た
め
の
手
だ
て
を
学
ぶ
講
座

と
き
　
２　
月　
26
日　
、　
午　
後　
２　
時　
〜　
５　
時　

と
こ
ろ

コ
ミ
セ
ン
　
定
員
　
成
人
15

人

申
込
方
法
　
往　
復　
は　
が　
き　
に　
住

所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
年
齢
・
生

年
月
日
・
職
業
・
性
別
・
電
話
番
号
を

記
入
の
う
え
「
〒
８
５
６
｜　
０
８
３
６

幸
町
2  5  
―
3  3  

コ
ミ
セ
ン
　
映
写
機
講

習
会
係
」
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

募
集
期
限
　
２
月
18
日
（
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

対
象
　
４
歳
未
満
で
未
接
種
の
乳
幼
児

Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種

健
康
増
進
課
（
内
線
１
４
１
）

原　
爆　
被　
爆　
者　
健　
康　
診　
断　

福
祉
課
（
内
線
１
５
１
）

1  6  
ミ
リ
映
写
機
操
作
認
定

講
習
会
受
講
者
募
集

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

（
5  4  
３　
１　
６　
１　
）　

子
育
て
サ
ー
ク
ル
づ
く
り

支
援
講
座
受
講
生
募
集

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
54
９
１
０
０
）

２
月
の
子
育
て
つ
ど
い

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
54
９
１
０
０
）

２
月
の
幼
稚
園
開
放
日

福
重
幼
稚
園
（
55
８
７
４
１
）

第
４
回
子
育
て
講
演
会

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
54
９
１
０
０
）
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情報ひろば 53-4111（代表）

と　
き　
　　
３　
月　
６　
日　
、　
午　
前　
10
時　
〜　
正　
午　

と
こ
ろ
　
各
児
童
ク
ラ
ブ

持　
っ　
て　
く　
る　
も　
の　

印　
か　
ん　
・　
筆　
記　
用　
具　

対
象
　
小
学
１
年
生
〜

保
育
時
間
・
期
間

放
課
後
、
土
曜
日
、

春
・
夏
・
冬
休
み

※　
元　
気　
っ　
子　
学　
童　
ク　
ラ　
ブ　
（　
5  5  
０　
７　
４　

０　
）　、　
旭　
ヶ　
丘　
・　
大　
村　
小　
校　
区　
の　
お　
ひ　
さ　

ま　
学　
童　
ク　
ラ　
ブ　
（　
5  3  
０　
８　
７　
１　
）　
で　
は　
、　

随　
時　
受　
け　
付　
け　
て　
い　
ま　
す　
。　

２　
月　
28
日　
ま　
で　
「　
は　
た　
ち　
の　
献　
血　
」　

キ　
ャ　
ン　
ペ　
ー　
ン　
期　
間　
で　
す　
。　

献　
血　
は　
た　
く　
さ　
ん　
の　
人　
の　
善　
意　
で　
支　

え　
ら　
れ　
、　
多　
く　
の　
尊　
い　
命　
を　
救　
っ　
て　
い　

ま　
す　
。　

今　
年　
成　
人　
さ　
れ　
た　
皆　
さ　
ん　
、　
献　
血　
へ　

の　
温　
か　
い　
ご　
支　
援　
と　
ご　
協　
力　
を　
お　
願　
い　

し　
ま　
す　
。　

条
件
　
次
の
す
べ
て
を
満
た
し
て
い
る

合
併
処
理
浄
化
槽
の
管
理
費
。

①
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
際
に

市　
の　
補　
助　
制　
度　
を　
適　
用　
さ　
れ　
て　
い　
る　
こ　
と　

②
県
浄
化
槽
協
会
の
法
定
検
査
を
受
け

て
い
る
こ
と

③
保
守
点
検
を
年
３
回
以
上
実
施
し
て

い
る
こ
と

④
清
掃
を
年
１
回
実
施
し
て
い
る
こ
と

※
維
持
管
理
が
不
十
分
で
あ
っ
た
り
、

公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
の
区
域

で
供
用
開
始
後
６
か
月
以
内
に
接
続
せ

ず
使
わ
れ
て
い
る
合
併
処
理
浄
化
槽
の

管
理
費
は
、
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

申
請
方
法
　
次
の
書
類
を
添
え
て
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

①
補
助
金
交
付
申
請
書
　
②
補
助
金
交

付
請
求
書
　
③
法
定
検
査
（
11
条
検
査
）

の
領
収
書
の
写
し
　
④
保
守
点
検
の
記

録
票
・
領
収
書
の
写
し
　
⑤
清
掃
の
記

録
票
・
領
収
書
の
写
し
　
⑥
浄
化
槽
の

機
能
保
持
に
要
し
た
費
用
の
領
収
書
の

写
し
　

申
請
期
間
　
２　
月　
１　
日　
〜　
３　
月　
31
日　

団　
体　
や　
グ　
ル　
ー　
プ　
で　
公　
園　
を　
使　
用　
す　

る　
と　
き　
は　
、　
出　
張　
所　
で　
も　
申　
請　
を　
受　
け　

付　
け　
ま　
す　
。　
た　
だ　
し　
、　
使　
用　
料　
が　
発　
生　

し　
た　
り　
公　
園　
占　
用　
に　
関　
す　
る　
申　
請　
は　
、　

こ　
れ　
ま　
で　
ど　
お　
り　
都　
市　
計　
画　
課　
で　
受　
け　

付　
け　
ま　
す　
。　

ね　
ず　
み　
は　
、　
食　
中　
毒　
、　
伝　
染　
病　
な　
ど　

の　
発　
生　
原　
因　
と　
な　
っ　
た　
り　
、　
ノ　
ミ　
、　
ダ　

ニ　
を　
繁　
殖　
さ　
せ　
ま　
す　
。　
駆　
除　
は　
、　
繁　
殖　

期　
間　
（　
３　
〜　
５　
月　
、　
９　
〜　
11
月　
）　
の　
前　

が　
効　
果　
的　
で　
す　
。　
そ　
こ　
で　
次　
の　
と　
お　
り　

低　
価　
格　
で　
販　
売　
さ　
れ　
る　
薬　
剤　
を　
ご　
利　
用　

く　
だ　
さ　
い　
。　

期
間
　
２
月
１
日
〜
28
日

販
売
店
　
大
村
薬
業
会
加
盟
店

価　
格　
　　
ラ　
ッ　
ト　
ホ　
ン　
２　
０　
０　
ｇ　
　　
４　
２　
０　
円　

と
き

２
月
22
日
、
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分
（
集
合
時
間
　
午
後
１
時
20

分
）
と
こ
ろ

大
村
警
察
署

内
容
　
講
話
、
映
画
、
交
通
安
全
教
育

車
に
よ
る
適
性
検
査

※
ご
自
由
に
参
加
く
だ
さ
い
。

利　
用　
者　
の　
皆　
さ　
ん　
に　
は　
、　
た　
い　
へ　
ん　

ご　
迷　
惑　
を　
お　
か　
け　
し　
ま　
す　
が　
、　
屋　
内　
プ　

ー　
ル　
改　
修　
工　
事　
の　
た　
め　
、　
次　
の　
期　
間　
、　

休　
館　
し　
ま　
す　
。　

休
館
期
間
　
３　
月　
１　
日　
〜　
3  1  
日　

オ
ー
プ
ン
　
４
月
１
日
、
正
午

と
き
・
種
目

２
月
27
日
・
一
般
男
女

A
、
３
月
６
日
・
一
般
男
女
Ｂ

と
こ
ろ

市
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

参
加
資
格
　
市　
内　
に　
お　
住　
ま　
い　
の　
人　
、　

ま　
た　
は　
市　
内　
に　
通　
勤　
・　
通　
学　
し　
て　
い　
る　
人　

参
加
料
（
１
人
）

協
会
員
１
、
５
０

０
円
、
非
協
会
員
２
、
０
０
０
円
、
学

生
１
、
０
０
０
円

申
込
期
限
　
２
月
10
日
　

児
童
・
学
童
ク
ラ
ブ
入
所

説
明
会児　

童　
家　
庭　
課　
（
内
線
１
５
４
）

は
た
ち
の
献
血

健　
康　
増　
進　
課　
（
内
線
１
４
１
）

合
併
処
理
浄
化
槽
維
持
管
理

費
を
助
成
し
ま
す

環　
境　
保　
全　
課　
（
内
線
１
４
４
）

公
園
の
使
用
申
請
は

出
張
所
で
も
受
け
付
け
ま
す

都　
市　
計　
画　
課　
（
内
線
４
３
２
）

ね
ず
み
駆
除
薬
の
販
売

環　
境　
保　
全　
課　
（
内
線
１
４
４
）

屋　
内　
プ　
ー　
ル　
休　
館　
の　
お　
知　
ら　
せ　

ス　
ポ　
ー　
ツ　
振　
興　
課　
（
内
線
３
６
６
）

春
季
市
民
テ
ニ
ス
大
会

（
ダ
ブ
ル
ス
）

大　
村　
市　
テ　
ニ　
ス　
協　
会　
　　
萩　
原　

（
55
３
９
９
５
）

女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
講
習
会

大　
村　
市　
交　
通　
安　
全　

母　
の　
会　
連　
合　
会　
（
53
９
８
８
９
）

◇
�　

自　
律　
神　
経　
失　
調　
症　
　　
◇　
�　

痛　
風　
　　
◇　
�　

子　
ど　
も　
の　
救　
急　
シ　
リ　
ー　
ズ　
②　
「　
嘔　
吐　
は　
危　
険　
信　
号　
」　
◇　
�　

耳　
鳴　
り　
の　
治　
療　

◇　
�　

最　
近　
の　
薬　
物　
乱　
用　
　　
◇　
�　
�　

女　
性　
の　
頻　
尿　
　　
■
（
�
０
９
５
｜
８
２
６
｜
５
５
１
１
・
０
９
５
６
｜
２
３
｜
４
３
０
０
）

今
月
の
健
康
テ
レ
ホ
ン
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４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
コ
ー
ト
割
り

当
て
を
決
め
る
利
用
団
体
協
議
会
を
開

催
し
ま
す
。
平
日
の
昼
間
に
10
人
以
上

で
定
期
的
に
利
用
す
る
社
会
人
団
体
は

ご
出
席
く
だ
さ
い
。

と
き
　
２　
月　
18
日　
、
午
後
３
時

と
こ
ろ
　
シ
ー
ハ
ッ
ト
お
お
む
ら

と　
き　
　　
２　
月　
26
日　
、　
午　
後　
２　
時　
〜　
４　
時　

と
こ
ろ
　
中
地
区
公
民
館

内
容

お
ひ
な
さ
ま

持
っ
て
く
る
も
の
　
は
さ
み
、
ボ
ン
ド

楽
し
い
「
お
は
な
し
」
を
た
く
さ
ん

乗
せ
て
「
全
国
訪
問
お
は
な
し
隊
」
が

や
っ
て
き
ま
す
。

と　
き　
　　
２　
月　
10
日　
、　
午　
後　
２　
時　
〜　
３　
時　

と　
こ　
ろ　
　　
市
立
図
書
館

対　
象　
　　
幼
児
〜

市
内
の
特
殊
学
級
の
児
童
生
徒
に
よ

る
作
品
展
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と　
き　
　　
２　
月　
４　
日　
〜　
７　
日　
、　
午　
前　
９　
時　
〜　

午　
後　
５　
時　

※　
７　
日　
は　
午　
後　
２　
時　
30
分　
ま　
で　

と
こ
ろ
　
コ
ミ
セ
ン

と　
き　
　　
２　
月　
５　
日　
、　
午　
後　
１　
時　
〜　
４　
時　

と
こ
ろ
　
諫
早
文
化
会
館

（
諫
早
市
宇
都
町
）

内　
容　

事　
例　
発　
表　
会　
、　
リ　
サ　
イ　
ク　
ル　
野　
菜　

の　
味　
く　
ら　
べ　
、　
堆　
肥　
化　
実　
演　
コ　
ー　
ナ　
ー　
、　

活　
動　
事　
例　
展　
示　
、　
相　
談　
コ　
ー　
ナ　
ー　
、　
ボ　
カ　

シ　
作　
り　
コ　
ー　
ナ　
ー　
な　
ど　

次　
に　
該　
当　
す　
る　
人　
は　
、　
認　
定　
を　
受　
け　

る　
と　
年　
４　
回　
手　
当　
て　
が　
支　
給　
さ　
れ　
ま　
す　
。　

申　
請　
は　
随　
時　
受　
け　
付　
け　
て　
い　
ま　
す　
。　

特　
別　
障　
害　
者　
手　
当　

20
歳
以
上
で
、
知　
的　

ま　
た　
は　
身　
体　
の　
重　
度　
の　
障　
害　
に　
よ　
り　
常　
時　

特　
別　
な　
介　
護　
が　
必　
要　
な　
在　
宅　
障　
害　
者　

障　
害　
児　
福　
祉　
手　
当　

20
歳
未
満
で
、
常　

時　
介　
護　
が　
必　
要　
な　
重　
度　
の　
心　
身　
障　
害　
児　

お
り
が
み
で
あ
そ
ぼ
う

中
地
区
公
民
館
（
53
１
３
７
６
）

「　
全　
国　
訪　
問　
お　
は　
な　
し　
隊　
」　
が　

大
村
に
や
っ
て
来
る

市
立
図
書
館
（
52
２
４
５
７
）

平
成
1  6  
年
度

チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
作
品
展

学
校
教
育
課（
内
線
３
６
４
）

◇
県
条
例
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
は
り
紙
・
立
て
看
板
な
ど
は
２
月
７
日
〜
28
日
の
間
に
取
り
除
き
ま
す
。

■
都
市
計
画
課
（
内
線
４
３
４
）

今
月
の
違
反
広
告
除
去
日

生
ご
み
が
命
を
吹
き
返
し
た

「
リ
サ
イ
ク
ル
野
菜
の

事
例
発
表
会
」

環
境
保
全
課
（
内
線
１
４
４
）

特
別
障
害
者
・
障
害
児
福
祉

手
当
を
ご
存
じ
で
す
か

福
祉
課
（
内
線
１
５
６
）

市
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

利
用
希
望
の
皆
さ
ん
へ

シ　
ー　
ハ　
ッ　
ト　
お　
お　
む　
ら　

（
20
７
２
０
０
）

100歳おめでとうございます

高　
尾　
ク　
マ　
さ　
ん　
（　
明　
治　
38
年　
１　

月　
４　
日　
生　
ま　
れ　
、　
杭　
出　
津　
３　
丁　
目　
）　

が　
め　
で　
た　
く　
１　
０　
０　
歳　
を　
迎　
え　
ら　

れ　
、　
自　
宅　
で　
長　
寿　
を　
お　
祝　
い　
し　
ま　

し　
た　
。　
こ　
れ　
か　
ら　
も　
元　
気　
で　
長　
生　

き　
し　
て　
く　
だ　
さ　
い　
。　
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◎　
第　
1  4  
回　
お　
お　
む　
ら　
マ　
ス　
タ　
ー　
ズ　

陸　
上　
競　
技　
選　
手　
権　
大　
会　
参　
加　
者　
募　
集　

と　
き　

４
月
10
日

と　
こ　
ろ　
　　
市
営
陸
上
競
技
場
　

内　
容　
　　
１　
万　
メ　
ー　
ト　
ル　
、　
棒　
高　
跳　
び　
、　
競　

歩　
を　
除　
く　
全　
陸　
上　
競　
技　
種　
目　

資　
格　
　　
35
歳
以
上
の
男
女
（
４
月
10
日

現
在
）

申
込
期
限
　
３
月
27
日

★
長
崎
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
競
技
連
盟
大

村
支
部
（
川
島
）
53
４
２
８
２

◎
大
村
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
45
周

年
記
念
講
演
会
（
入
場
無
料
）

と　
き　
　　
２　
月　
26
日　
、　
午　
後　
２　
時　
〜　
４　
時　

と　
こ　
ろ　
　　
市
民
会
館

演　
題　
　　
「
輝
い
て
生
き
る
―
こ
れ
か
ら
」

講　
師　
　　
日
野
原
重
明
氏
（
聖
路
加
国
際

病
院
理
事
長
、
同
名
誉
院
長
）

★
大
村
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

52
２
２
８
０

◎　
平
成
17
年
度
県
立
盲
学
校

園
児
・
生
徒
募
集

願　
書　
受　
付　
期　
間　
　　
○　
幼　
稚　
部　
…　
２　
月　
７　
日　

�
〜　
３　
月　
４　
日　
　　
○　
高　
等　
部　
…　
（　
第　
１　
次　
）　

２　
月　
８　
日　
〜　
14
日　
、　（　
第　
２　
次　
）　
３　
月　
17

日　
〜　
23
日　

★
県
立
盲
学
校
　

０
９
５
｜
８
８
２
｜
０
０
２
０

◎
職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
は

お
ま
か
せ
く
だ
さ
い

労
働
者
と
事
業
者
の
い
ろ
い
ろ
な
労

働
紛
争
に
つ
い
て
、
無
料
で
迅
速
か
つ

円
満
な
解
決
を
図
る
た
め
の
援
助
を
行

っ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

★
長　
崎　
労　
働　
局　
諫　
早　
総　
合　
労　
働　
相　
談　
コ　
ー　
ナ　
ー　

26
３
３
１
０
　

◎　
居
合
道
練
習
生
募
集

対　
象　

中
学
生
〜
高
齢
者
、
初
心
者
　

と　
こ　
ろ　
　　
西
大
村
中
学
校
武
道
館
　

練　
習　
日　
　　
毎　
週　
月　
・　
金　
曜　
日　
、　
午　
後　
７　
時　

〜　
９　
時　
　　

無　
料　
体　
験　
入　
会　
　　
２　
月　
14
日　
・　
18
日　
、　
午　

後　
７　
時　

★
神
道
無
念
流
練
兵
館
久
保
道
場

（
一
瀬
）
55
９
１
９
９
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53-4111（代表） 情報ひろば

◎　
香　
典　
返　
し　

す　
こ　
や　
か　
福　
祉　
基　
金　
へ　
▼　
古　
川　
登　
▼　
草　
野　
ヒ　
ロ　
子　

松　
原　
住　
民　
セ　
ン　
タ　
ー　
へ　
▼　
櫻　
田　
好　
馬　

◎　
一　
般　
寄　
付　

す　
こ　
や　
か　
福　
祉　
基　
金　
へ　
▼　
茶　
道　
裏　
千　
家　
淡　
交　
会　
長　

崎　
支　
部　
大　
村　
青　
年　
部　

大　
村　
子　
供　
の　
家　
へ　
▼　
赤　
水　
清　
春　
▼　
松　
尾　
昭　
二　
▼　
勢　

戸　
利　
春　
▼　
朝　
長　
由　
紀　
子　
▼　
日　
本　
モ　
ー　
タ　
ー　
ボ　
ー　
ト　

選　
手　
会　
長　
崎　
支　
部　
▼　
ソ　
フ　
ト　
バ　
ン　
ク　
・　
イ　
ン　
ベ　
ス　

ト　
メ　
ン　
ト　
▼　
ア　
イ　
ス　
タ　
ー　
▼　
ア　
ク　
タ　
ー　
企　
画　
▼　
九　

州　
電　
力　
大　
村　
営　
業　
所　
▼　
ジ　
ャ　
ス　
コ　
大　
村　
店　
▼　
大　
村　

地　
区　
少　
年　
補　
導　
員　
連　
絡　
協　
議　
会　

泉　
の　
里　
へ　
▼　
登　
貴　
和　
木　
会　
▼　
永　
渕　
屋　
▼　
立　
正　
佼　
成　

会　
諫　
早　
教　
会　
大　
村　
支　
部　
▼　
末　
永　
歌　
謡　
道　
場　
▼　
開　
田　

マ　
ス　
エ　
▼　
田　
中　
茂　
夫　
▼　
出　
口　
安　
隆　
▼　
河　
内　
一　
郎　
▼　

藤　
原　
静　
子　
▼　
吉　
田　
照　
男　
▼　
藤　
間　
勘　
巳　
満　
▼　
中　
川　
ク　

ニ　
子　
▼　
富　
田　
喜　
久　
子　
▼　
松　
崎　
千　
尋　
▼　
北　
川　
利　
子　
▼　

水　
口　
ミ　
サ　
ヲ　
▼　
猪　
股　
久　
子　
▼　
大　
久　
保　
愛　
子　
▼　
濱　
口　

フ　
ク　
▼　
池　
田　
弘　
子　
▼　
日　
本　
モ　
ー　
タ　
ー　
ボ　
ー　
ト　
選　
手　

会　
長　
崎　
支　
部　

箕　
望　
荘　
へ　
▼　
圓　
山　
和　
代　
▼　
山　
口　
郁　
江　
▼　
中　
地　
区　
民　

生　
委　
員　
▼　
山　
下　
タ　
ミ　
子　
▼　
一　
瀬　
武　
▼　
森　
山　
園　
芸　
▼　

高　
瀬　
喜　
代　
子　
▼　
立　
石　
文　
雄　
▼　
桃　
原　
八　
百　
造　
▼　
川　
本　

美　
代　
子　
▼　
川　
添　
富　
士　
輝　

ベ　
イ　
サ　
イ　
ド　
大　
村　
へ　
▼　
平　
野　
重　
郎　
▼　
阪　
本　
久　
▼　
大　

村　
吟　
詠　
会　

慈　
恵　
荘　
へ　
▼　
永　
渕　
屋　
▼　
松　
永　
シ　
ヅ　
エ　
▼　
辻　
み　
ち　
子　
▼　

菅　
ひ　
ろ　
子　
▼　
赤　
木　
信　
雄　
▼　
下　
川　
信　
義　
▼　
原　
生　
花　
店　
▼　

マ　
ッ　
ク　
ス　
バ　
リ　
ュ　
九　
州　
長　
崎　
事　
業　
部　
長　
崎　
南　
運　
営　
部　

▼　
日　
本　
モ　
ー　
タ　
ー　
ボ　
ー　
ト　
選　
手　
会　
長　
崎　
支　
部　
▼　
櫻　
田　

繁　
信　

う　
ぐ　
い　
す　
の　
丘　
へ　
▼　
野　
口　
ハ　
ツ　
▼　
徳　
田　
節　
子　

大　
村　
パ　
ー　
ル　
ハ　
イ　
ム　
へ　
▼　
倉　
石　
秀　
文　

ふ　
る　
里　
へ　
▼　
浦　
崎　
ミ　
ヨ　
子　
▼　
下　
諏　
訪　
天　
寿　
会　
▼　
鬼　

橋　
町　
さ　
つ　
き　
会　
▼　
実　
山　
俊　
次　
▼　
さ　
く　
ら　
荘　
グ　
ル　
ー　

プ　
▼　
妙　
宣　
寺　
保　
育　
園　

め　
ぐ　
み　
荘　
へ　
▼　
金　
子　
真　
澄　
▼　
前　
田　
ミ　
チ　
ヨ　
▼　
藤　
川　

廣　
海　
▼　
上　
野　
正　
雄　
▼　
川　
添　
シ　
ズ　
エ　
▼　
大　
神　
宮　
神　
社　

▼　
木　
下　
ミ　
エ　
▼　
柿　
本　
ハ　
マ　
▼　
楠　
本　
リ　
ツ　
▼　
城　
山　
ス　

ミ　
エ　
▼　
井　
上　
ツ　
ギ　
エ　
▼　
本　
田　
義　
昭　
▼　
下　
坂　
ミ　
ツ　
ノ　

▼　
山　
本　
ミ　
ツ　

光　
と　
緑　
の　
園　
へ　
▼　
天　
理　
教　
諫　
早　
支　
部　
▼　
お　
は　
な　
し　

の　
会　
▼　
米　
軍　
佐　
世　
保　
基　
地　

松　
原　
の　
さ　
と　
へ　
▼　
立　
石　
文　
雄　
▼　
梅　
の　
会　
▼　
松　
原　
浦　

地　
区　
女　
相　
撲　
▼　
下　
見　
正　
次　

リ　
ハ　
ビ　
リ　
セ　
ン　
タ　
ー　
大　
村　
へ　
▼　
松　
尾　
昭　
治　
▼　
川　
頭　

勉　
▼　
萱　
瀬　
保　
育　
園　

三　
彩　
の　
里　
へ　
▼　
沢　
ノ　
井　
本　
店　
▼　
サ　
ン　．　

ユ　
ニ　
フ　
ォ　

ー　
ム　

全　
国　
小　
中　
学　
校　
P
T
A
広　
報　
紙　
コ　

ン　
ク　
ー　
ル　
で　
「　
日　
本　
教　
育　
新　
聞　
社　
社　

長　
賞　
」　
と　
、　
活　
動　
が　
評　
価　
さ　
れ　
「　
日　

本　
P
T
A
協　
議　
会　
長　
賞　
」　
を　
受　
賞　
し　

た　
萱　
瀬　
中　
学　
校　
P
T
A
の　
皆　
さ　
ん　

（
12
／
16
・
市
役
所
）

◇
と　
き　

２
月
12
日
、
午
後
５
時
開
演
　
◇
と
こ
ろ

市
民
会
館
　
◇
入
場
料

（
全
席
指
定
）
A
席
４
、
０
０
０
円

Ｂ
席
３
、
５
０
０
円
　
※
会
員
１
割
引
　
■
シ
ー
ハ
ッ
ト
お
お
む
ら
（
20

７
２
０
０
）

ラ
サ
ー
ル
石
井
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
「
な
か
よ
し
」
チ
ケ
ッ
ト
好
評
発
売
中

特　
大　
門　
松　
の　
寄　
贈　

県立大村工業高校建築科の生徒の皆
さんが、製作したベンチ4基を寄贈して
いただきました。ありがとうございま
した。（1 2／1 3・ますらがはら展望公園）

「
第
２
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
大
会
」
に

長
崎
県
代
表
と
し
て
出
場
す
る
大

村
小
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

の
選
手
の
皆
さ
ん

（
12
／
17
・
市
役
所
）

ベ　
ン　
チ　
の　
寄　
贈　

大　
村　
市　
シ　
ル　
バ　
ー　
人　
材　
セ　
ン　
タ　
ー　
か　
ら　
、　

特　
大　
門　
松　
１　
組　
を　
寄　
贈　
し　
て　
い　
た　
だ　
き　
ま　

し　
た　
。　
あ　
り　
が　
と　
う　
ご　
ざ　
い　
ま　
し　
た　
。　

（　
12
／　
20
・　
市　
役　
所　
正　
面　
玄　
関　
前　
）　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
（
敬
称
略
）

ご
寄
付

ご
好
意





■人口89,491人（＋113） ■男42,999人（＋46） ■女46,492人（＋67） ■世帯35,220世帯（＋45）
12月末現在　（ ）内は前月比（住基法、外登法に基づく） 「広報おおむら」は再生紙（古紙100％）を使用しています。
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